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令和８年度石狩浜海浜植物保護センター事業計画（案） 

 

【石狩浜海浜植物保護センターとは】 

石狩海岸地域は、海岸砂丘から海岸林まで連続した環境に海浜生態系が残る、全国的にも大変貴重な地

域です。しかし、美しい海浜植物や雄大な海浜景観は、レジャーをはじめとする過度な利用により、次第に失

われつつありました。近年では、気候変動や外来種の定着などの影響によって本来の成帯構造が失われてき

ています。このような状況において、豊かな海辺の自然を市民共有の財産として保全し、後世へ残すことを

目的に、石狩浜海浜植物保護センター（以下、「保護センター」）は平成 12 年 5 月に開設しました。 

         

【事業の位置づけ】         

 石狩浜海浜植物保護センター条例に基づき、石狩浜に自生する海浜植物の保護等を行い、及び植物を始め

とする自然環境の保全に関する意識の普及啓発を目的に事業を実施していきます。事業の方針について

は、石狩市環境基本計画に基づく生物多様性の保全方針である「いしかり生き物かけはし戦略」や、石狩浜の

自然を保全するための行動計画「石狩浜アクションプラン」に基づき事業を計画していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：いしかり生き物かけはし戦略を基に作成 
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【事業構成】 

  事業項目 事業内容 
目指す姿 

（石狩浜アクションプラン） 

Ⅰ 
自然情報発信・ 

体験学習事業 

 海浜植物や石狩浜の海浜生態系に関わる情報を保

護センターの展示室や観察園を用いて発信し、石狩浜

への興味の向上と郷土愛の醸成を図り、石狩浜の保

全に関する意識へつなげる。 

石狩浜の自然に対する 

シビックプライド 

浸透のための基盤づくり 

Ⅱ 
調査・研究・ 

保全事業 

 海浜植物保全に関する生態・生育情報の収集、収集

したデータの蓄積・考察・検証から必要な保全対策の

検討をする。 

データに基づく 

保全対策 

Ⅲ 
自然資源の 

保全・活用事業 

 海浜植物等保護地区における海浜植物や地形の状

況把握、過度なレジャー利用に対する注意喚起、本来

の保護地区としての利活用に関する維持管理等を実

施する。 

自然資源の適正管理と 

適正利用 

 

【事業分担】 

  事業（大項目） 事業（中項目） 正規職員 
非正規職員 

（会計年度任用職員） 
委託事業者 

Ⅰ 
自然情報発信・

体験学習事業 

１．展示室 〇 〇   

２．観察園 〇 〇 〇 

３．ハマナス再生プロジェクト 〇 〇 〇 

４．情報発信/連携 〇 〇   

５．体験プログラム 〇   〇 

６．情報発信/連携 〇     

７．調査研究の発信 〇     

８．来館者のニーズ、意識把握 〇 〇   

Ⅱ 
調査・研究・保全

事業 

１．現植生・生物相の把握 〇   〇 

２．植生管理 〇   〇 

３．希少種 〇   〇 

４．外来種 〇   〇 

５．資料・データの集約・管理 〇   〇 

Ⅲ 
自然資源の 

保全・活用事業 

１．保護地区の利用状況把握・監視・維持

管理 
〇 〇   

２．景観保全による観光資源利用 〇 〇   

３．保護地区のルールの普及啓発 〇 〇   
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令和８年度事業計画 

 

Ⅰ.自然情報発信・体験学習事業 

凡例 →：現状維持 ↗：拡充 ↘：縮小 新：新規事業 

項目 目的 年度目標 具体的な業務内容 

１．展示室 

１-１常設展示の維持

管理 

 石狩浜の成り立ち、海浜植物の

生態的な特徴、石狩浜の生態系と

いった石狩浜の自然環境保全の

基礎となる情報について展示を

することで、石狩浜の基礎的な情

報を知ってもらい次の興味に繋

げる。 

引き出しクイズの活用

を検討し、新規内容の

準備を進める。 

↗ 

・日常業務として、補修、修繕

の有無を点検 

・前年に引き続き見直し/修正 

１-２.展示室と観察園

の連動した見学 

 展示室のみの利用者が多くみら

れることから、観察園の利用を促

すようなしかけを実施し、海浜植

物の普及啓発につなげる。 

開花情報を含めて観

察園の情報発信を活

発に実施する。 

→ 

・日常的に来館者への声かけ 

・自発的に観察園利用へつな

がる展示の見直し 

・クラフト体験を通じた実物観

察 

・SNS を活用した開花情報の

配信 

２．観察園 

２-１. ゾーンの目的

に沿った植生維持管

理  石狩浜で見られる連続した植生

帯を現地の調査をもとに展示と

連動するように再現し、来館者が

快適に園内を利用できるように

整える。 

Ⅱ-2-2 で検討した管

理手法を用いて管理す

る。 

→ 
・職員及び普及員による日常

業務として管理 
 

２-２. 園路およびサ

インの整備・維持管

理 

観察に適した園路・木

道の維持管理や、植物

名等のサイン表示の点

検・管理・修繕をする。 

→ 

・日常業務内で点検・管理 

・季節に応じたサインの追加、

更新 

・害虫等の防除 

・園内の清掃 

３．ハマナス再生プロジェクト 

３-１．ハマナス再生

園の整備・維持管理 

 ハマナスの咲く石狩浜の風景を

未来に残し、ハマナスをシンボル

に自然と共生する地域づくりをめ

ざす場の拠点として、現地情報を

もとにハマナスを主体とした植生

管理を進める。 

Ⅱ-2-2 で検討した管

理手法を用いてハマナ

ス群落の維持・管理を

継続する。 

→ 
・普及員等による日常業務と

して管理 

３-２．普及啓発活動 

ハマナス再生園を活用

した普及啓発活動を実

施する。 

ハマナスの花びらや果

実を活用して石狩浜の

ＰＲをする企業に協力

をする。 

→ 

・再生園を使った環境学習や

体験プログラムの実施 

・共催イベントの実施（はまな

すフェスティバル） 

・ハマナスの花弁・果実の採取

管理 
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４．体験プログラム 

４-１.施設活用型プロ

グラムの実施 

 石狩浜の海浜植物をはじめとし

た、石狩浜の生物多様性について

知る機会の創出を目的に、保護セ

ンター施設を活用した取り組みや

すい仕組みづくりと、アクティブラ

ーニングを主体として進める。 

既存のプログラムを実

施する。 

体験を通じて海浜植物

や海浜地、生物多様性

を学べるプログラムの

検討・検証をする。 

→ 

・教育機関等における環境学

習の実施/検証/修正 

・補助教材の見直し/修正 

４-２.施設外プログラ

ムの実施  

 センター外を会場に、石狩浜や

保護センターの保全に関わる関係

主体と連携し、保全に努める。 

関係主体の実施する事

業等への参加、広報等

の支援。 

→ 

・連携団体主催事業への積極

的な参加（CISE ネット/館ネ

ット） 

・SNS や市内回覧を活用した

普及啓発 

４-３.参加プログラム

の実施  

 生物多様性に関わる保全活動

（調査・研究等）について、一般の

方でも取り組める内容で実施し、

石狩浜の自然に興味関心を持つ

人を増やす。 

一般参加を交えたプロ

グラムを検討する。 
→ 

・Ⅱ-２-２で検討した管理手法

を活用したプログラムの検

討、実施 

５．情報発信/連携 

５-１.ホームページ維

持管理 
 石狩浜の自然について、遠隔地

に向けた普及啓発を目的に、ネッ

トワークを活用した情報発信。ま

た、市民の自主的な石狩浜の保全

活動につながる情報の発信、活動

の展開を図る。 

海浜植物や、保護セン

ターでの情報、石狩浜

の生物多様性について

広く情報を発信する。 

→ 

・調査写真や、観察園の開花情

報などを随時インスタにて更

新（目安として月に１度） 

・年に３回の機関誌発行 

・市内回覧を活用した普及啓

発の推進 

５-２.情報誌の発行 

５-３.近隣施設での

情報案内 

６．調査研究の発信 

６-１．調査研究報告、

学習報告等の掲示 

 石狩浜の自然に関わる、研究機

関や教育機関等による研究や取

組について紹介することで、より

深い活動について知る機会を創

出。 

石狩浜に関する研究情

報や、環境学習での学

習成果等を年２～３件

を目標に掲示する。 

→ 
・調査者へ展示依頼及び、展

示物の作成 

７．来館者のニーズ、意識把握 

７-１．来館者からの

意見収集 
来館者の意見を聞く機会の創出。 

イベントの実施に合わ

せて参加者へのアンケ

ートを実施する。 

→ 
・アンケートに基づき、事業の

改善 
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Ⅱ.データに基づく保全対策の実施         

凡例 →：現状維持 ↗：拡充 ↘：縮小 新：新規事業 

項目 目的 年度目標 具体的な業務内容 

１．現植生・生物相の把握 

１-１．石狩浜モニタリ

ング調査 

【植物】 

石狩浜の植生遷移や変化を把

握、観察園における植生管理の

基礎データ等を目的に長期的な

データの蓄積を図る。 

モニタリング調査を継続す

る（見本植生区）。 

遷移が進む植生帯の状況

を把握する。 

→ ・現地調査（7～9 月） 

【動物】  

石狩浜を利用する生物種を対

象に、その種の動向について自

動撮影カメラ等を用いながら随

時状況を確認し、対策等に必要

な情報を収集する。 

必要に応じて、種の生息地

をマッピングし、生息状況

を確認する。  

→ 
・自動撮影カメラ等による生

息状況の確認。 

２．植生管理 

２-１.聚富海岸植生

再生試験 

（モニタリング調査協

力） 

 聚富地区における見本植生区

の変化を蓄積する。 

道総研との連携・協力す

る。 
→ ・植生調査の実施等 

２-２.海浜植生の維

持管理手法の蓄積 

（海岸草原保全手法

の検討） 

 現地調査データを参考に、海

浜植生の効率的な維持管理を

模索し、保全管理に関わる知見

や技術を蓄積する。 

見本植生区のデータに基

づいた植生管理手法の検

討・検証する（観察園、ハマ

ナス再生園）。 

自生種による外来種防除

を検証する。 

→ ・既存調査区のモニタリング 

３．希少種 

３-１.希少種イソスミ

レの生育状況の把握 

 希少種イソスミレの生育地に

ついて、地理情報及び植生構成

を押さえ、環境変化に左右され

やすいイソスミレの保全対策に

繋げる。 

生育が危ぶまれる個体群

について保全対策を実施

する。 

→ 

・分布、個体群調査（5 月、9

月） 

・具体的な保全手法の実施

（8～9 月） 

・今後のモニタリング手法に

ついて検討 

３-２.ハマボウフウの

生育状況の把握 

 保護地区内外のハマボウフウ

の生育状況の比較と継続的な

採取圧による生育への影響を把

握し、今後の自然ふれあい地区

におけるハマボウフウの科学的

データに基づいた持続可能な資

源利用への根拠データにとす

る。 

既存の調査ライン内でエリ

アごとの生育状況、採取状

況について各年で把握す

る。 

→ 

・サイズ別株数等の記録 

・監視員業務等の情報を用

いて採取状況の把握 
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３-３.その他 

 環境省及び北海道のレッドリ

ストに記載されている希少種、

及び個体群として今後石狩浜で

状況を把握する必要がある種

（動植物）について、生育・分布

情報をモニタリングし、対策に

繋げる。 

該当する種について生息・

生育環境、数等について

記録する。 

→ 
・位置情報を記録、分布の把

握 

4.外来種 

４-１．現状の把握 

 石狩浜の生物多様性保全のた

めに、外来種の早期発見と防除

の実施を検討する。 

他機関や他の調査等の情

報をもとに、外来種の早期

発見を目指す。 

必要に応じて早急な防除

対策に努める。 

→ 
・多方面からの情報収集 

・必要に応じた現地調査 

５．資料・データの集約・管理 

５-１.標本の管理 

 地域資料の保管と、保全を進

めるための情報の収集と管理を

する。 

標本として保存されるよ

うに、日常的に点検をす

る。 

→ 

・標本の定期点検 

・調査報告書の作成、関係機

関報告書の収集など 

５-２．自然情報の収

集・管理 

 環境調査、モニタリング、その

他石狩浜に関わる調査研究の

報告書などのデータを一括管理

し、保全及び情報発信のデータ

ベースとして構築する。 

WEB コンテンツ内で公開

できるように、データの管

理を進める。 

→ 

・調査報告書の作成、関係機

関報告書の収集など 

・既存の蓄積データと今後の

調査データを合わせた収集・

管理の検討 

・公開の手法検討 
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Ⅲ.自然資源の適正管理と適正利用         

凡例 →：現状維持 ↗：拡充 ↘：縮小 新：新規事業 

項目 目的 年度目標 具体的な業務内容 

１．保護地区の利用状況把握・監視・維持管理 

１-１.車両侵入の有

無、誘導ロープ等

の設置・修繕 条例に基づいた海浜植物等保

護地区の海浜植物等を保全す

るための維持管理をする。 

監視員の情報をもとに現状

を把握し、必要に応じた対

策を都度実践する。 

→ 
・監視員の配置 

・現状の保護地区の監視、車

両侵入への対応、ロープの

補修等を実施 

・柵の維持管理 

・管理者との情報共有 
１-２.単管柵の維持

管理 
→ 

２．景観保全による観光資源利用 

２-１.はまなすの丘

公園木道周辺の植

生維持管理 

海浜植生の維持と、観光地の景

観保全を目的にした植生管理を

図る。 

公園内の保護区において、

持続可能で効果的な海浜植

生の管理手法を検討する。 

→ ・監視業務による植生管理 

３．保護地区のルールの普及啓発 

３-１．体験プログラ

ムを通じた自生地

保全の普及啓発 

自然とのふれあいを通じて、保

護地区や石狩浜の自然に関する

普及啓発を図る。 

既存のプログラムや展示に

連動して保護地区の普及啓

発をする。 

→ ・環境教育プログラムの開発 

 




